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秋山・学びの保育園



8期事業計画
１

１．学びの保育園の特色を具体的に形式化する

学びの保育園の特色を言語化から、8期は体系化へ移行し、さらに具体的な活動
の形として形式化まで目指す。また保護者満足度調査を全園にて実施し園運営に
活かす。

２．継続中の各種人事に関わる取り組みを今期に意思決定し、制度化する

リーダー職のミッション、メンバーのキャリアパス、ステークホルダーによる評価、
個人評価、ステージ別研修などについて、本部で是々非々で意思決定を下し、制度化する

３．トライアングルハッピーを継続するために目標基準を数値化する

子どもと保護者、スタッフ、園の3者のハッピーを継続していくためにも、園の目標基準
（収益、利益、離職数、保護者満足度、、、）の設定と数値化を試みる



８期事業計画を進めるスケジュール
２

１．5月中旬／経営計画を推進するためのタスクの整理

２．5月末／経営推進会議で議論しロードマップ案を作成

３．6月初旬／ロードマップ案を園長会にて議論

４．６月中旬／ロードマップ作成完了

５．6月末／各園にて共有＆各園のロードマップ作成スタート

６．7月中旬／各園にてタスクを進めながら、ロードマップを完成

７．9月初旬／の全体会議にて現状共有（9月）

８．毎月／園長会で進捗状況やナレッジを共有

９．１月中旬／翌1月の全体会議にてふりかえり（1月）

7期経営計画を受け継ぎ、創立10年に繋がるテーマである。子ども、スタッフ、保護者、地域社会、法人が
さらに学び、成長できるための８期としたい。9期完了に向けて進行予定。



保育方針

子どもの未来は、日本の未来であり、保育園は地域社会を元気にする基地で
あり、地域社会の子育て力を高めることは地域社会を豊かにすることに繋が
ると考えています。

保育方針（4原則）

1．子どもが1日怪我なく、健やかに活動できる安全を最重視した園

2．体験学習をベースに、下記のような人間力（＝心）を育む教育も兼ね備えた園
『自ら考え動くことができる子ども』

『周囲に感謝の気持ちを抱き、周囲と共に活動できる子ども』

『自らに起こった出来事を、素直に受け止め、前向きに解決しようとする子ども』
『体験や出来事から学び、振り返り、前向きに成長していく子ども』

3．子どもだけではなく、保育者や保護者も豊かな気持ちを育むために一緒に学び合う園

4．社会（地域の大人や老人など）や自然環境とも深く関わり、共に学ぶことができる園
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保育理念と保育目標

【保育理念】※6園共通
こどもの『心の足腰』を育み、ひとりひとりが生き生きと輝く社会を実現する

【保育目標】
①進んであいさつができる子ども
②自分の思いや意見を相手に伝え、相手の話を聴くことができる子ども
③色々なことに自ら挑戦する子ども

【７つの学びプログラム】
①ニコニコ毎日挨拶活動
②運動神経バツグン学び体操
③生き物育てるいきものがかり
④地域と社会交流1・2・3
⑤菜園と収穫と食育
⑥新しいことに挑戦し体験する「夢くらぶ」
⑦伝える、聴く、プチ発表会
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【秋山・学びの保育園】
「自分の良さを活かせる保育園」

➀新しい園長のもと自分の良さ（特徴）を活かすためにコミュニケーションを
とり自分を知ってもらい、相手を知る。

➁これまで自分達が行ってきている保育に対する思い、考えを整理する。
他者へしっかりと説明できるように（理念に結びついているか）

③学びプログラムの実践強化
学びプログラムを軸に自分達の保育について考えた内容を実践し振り返ることで
ブレない軸をつくりながら、自分達の成長に繋げ意見交換をしていく。

事業計画（各園）➀ 秋山
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年間研修計画予定

【園内研修】 ※各園ごとに計画

【新職員研修（新卒者対象）】
・社会人としてのマナー研修

【チームビルディング研修（年間通して 振り返り含む）】
・執行部（園長/主任/副主任/コアリーダー〈含む場合も有〉対象） ・給食室メンバー

【法人全体研修 （9月）】
・保育スキル研修（講師未定）とレビュー会議（開催方法は検討中）

【メンター/メンティー研修 （年間通し月1回程度）】

【法人全体研修（1月）】
・内容未定

【新入職者研修（２月）】 ・2022年4月入職者向け研修
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